
02

健
全
な
財
政
運
営
を
図
り
、
低
コ
ス
ト
で
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す

　
本
市
の
経
済
は
、
熊
本
地
震
の
影
響

が
観
光
面
に
残
る
も
の
の
、
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
回
復
傾
向
が
見
ら
れ
、
特
に

有
効
求
人
倍
率
は
1
・
6
倍
を
超
え
る

な
ど
、
平
成
4
年
以
来
の
高
水
準
を
記

録
し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
方
で
、
為
替

動
向
な
ど
景
気
の
先
行
き
が
不
透
明
さ

を
増
す
中
、
人
手
不
足
感
の
強
ま
り
で

企
業
の
受
注
拡
大
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
財
政
状
況
は
、
人
口
減
少
に

よ
る
税
収
等
の
減
少
や
社
会
保
障
関
係

費
の
自
然
増
の
ほ
か
、
公
共
施
設
の
維

持
管
理
経
費
の
増
加
な
ど
、
経
常
的
な

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
増
大
に
よ
り
、
こ
れ

ま
で
の
改
革
改
善
効
果
だ
け
で
は
財
政

収
支
の
均
衡
を
保
て
な
い
状
況
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。「
ム
リ
・
ム
ダ
・
ム
ラ
」

を
徹
底
的
に
排
除
し
、「
選
択
と
集
中
」

に
よ
り
捻
出
し
た
財
源
を
経
済
活
性
化

に
資
す
る
投
資
に
充
て
、
税
収
増
に
つ

な
げ
て
い
く
と
い
う
「
行
政
経
営
戦
略

クルーズ船入港体制整備

事業の目的、概要
本市の成長戦略プロジェクトに掲げる
国際観光の活性化と観光都市機能の強
化を図る事業です。大型化するクルー
ズ客船に対応した基盤整備を行うとと
もに、官民が連携した国際クルーズ拠
点を形成することで、クルーズ客船に
よる観光客の増加を図り、地域活性化
を目指します。

具体的な取り組み
・大型客船対応基盤整備事業
三浦岸壁における 16 万㌧ 級までの
クルーズ客船の受け入れに向けた基
盤整備を行います
　※平成 30年度供用開始予定。
・佐世保港国際クルーズ拠点形成事業
浦頭地区における、国、クルーズ船
社と連携した施設整備を行います
　※平成 32年度供用開始予定。

都
市
と
し
て
の
価
値
を
高
め
、
仕
事
を
生
み
出
す

　
8
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

1

元
気
な
佐
世
保
を

未
来
に
つ
な
ぐ
ス
タ
ー
ト
の
年
に

2
月
24
日（
金
）、
3
月
定
例
市
議
会
が
開
か
れ
、
朝
長
市
長
が
平
成
29
年

度
の
市
政
運
営
の
方
向
性
や
取
り
組
み
な
ど
を
示
す
「
施
政
方
針
」
を
説
明

し
ま
し
た
。
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
道
し
る
べ
と
も
言
え
る
施
政
方
針
の

内
容
を
新
し
い
動
き
を
中
心
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

元未元未

平成 29年度
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写真の丸出山観測所跡など数多くの歴史
遺産が残されている俵ヶ浦地区

サ
イ
ク
ル
」
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
は
「
佐
世
保
市
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」の
中

間
年
度
で
あ
る
た
め
、
官
民
連
携
を
さ

ら
に
深
め
る
と
と
も
に
、
連
携
中
枢
都

市
圏
の
形
成
に
向
け
、
本
格
的
に
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
、
よ
り
低
い
コ
ス
ト
で
提
供
す
る

と
と
も
に
、
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る

た
め
、
職
員
の
意
識
改
革
や
適
正
な
行

財
政
規
模
へ
の
是
正
、
受
益
者
負
担
の

適
正
化
、
官
民
連
携
の
推
進
な
ど
に
取

り
組
み
、
歳
入
歳
出
両
面
か
ら
行
財
政
改

革
を
推
進
し
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
営
方
針

を
具
体
的
に
実
現
し
、
本
市
に
お
け
る

人
口
減
少
問
題
と
正
面
か
ら
向
き
合
う

た
め
、「
佐
世
保
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」を
基
本
と
し
た
地

方
創
生
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に
加
速
さ

せ
て
い
き
ま
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
特
に

「
都
市
と
し
て
の
価
値
を
高
め
る
こ
と
」、

そ
の
上
で
「
仕
事
を
生
み
出
す
こ
と
」

に
重
点
を
置
き
、
平
成
29
年
度
は
人
を

呼
び
込
む
た
め
の
８
つ
の
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
さ
せ
、
こ
れ

ま
で
の
枠
を
超
え
る
異
次
元
の
取
り
組

み
を
力
強
く
進
め
て
い
き
ま
す
。

名切地区再整備

事業の目的、概要
中央公園から旧花園中学校に至る一帯
に連続する公共施設のリニューアルや
跡地の利活用に向けた基本的な方針で
ある「名切地区まちづくり構想」に基
づき、段階的に整備を行います。中心
市街地における貴重な公有地を有効活
用し、佐世保を象徴する場として、憩
いと交流の拠点づくりを行います。

具体的な取り組み
・政策企画調整事業
名切地区の現スポーツ広場におい
て、中心市街地のにぎわいの創出や
多様な世代の交流を育む土地利用の
検討を進めます。旧児童文化館一帯
の斜面地については、自然環境や起
伏を生かした子どもも大人も楽しめ
る土地利用の検討を進めます

九十九島認知度向上

事業の目的、概要
国内外に九十九島の PRを展開するこ
とで、本市の観光振興上、最大の課題
である九十九島の認知度向上を図ると
ともに、観光客の誘致を図ります。

具体的な取り組み
・九十九島 PR事業
Webを活用した情報発信やハウス
テンボスと連携した広告展開など、
九十九島の認知度向上に向けた集中
的なキャンペーンを展開します
・世界で最も美しい湾クラブ推進事業
観光振興と資源保護などを目的とし
たNGO「世界で最も美しい湾クラブ」
（本部フランス、宮城県の松島湾な
ど日本の4湾を含む世界25カ国・41
湾が加盟）への加盟に向けた取り組
みを行います

俵ヶ浦半島開発

●
●

●

●
●

●
●

●●●

●●●

国道
35号

名切

佐世保駅方面

大野方面

松浦町

県立武道館

旧花園中学校

旧市民会館

交通公園

旧児童文化館

中央
公園

スポーツ広場 市立図書館

交流・文化
ゾーン

スポーツ
ゾーン

自然レクリエー
ションゾーン

公益利用
ゾーン

事業の目的、概要
地域が主体となった俵ヶ浦半島振興の
取り組みを支援し、地域版地方創生の
モデルとして、持続可能な地域づくり
を目指します。併せて、つくも苑跡地
に「観光公園」を整備して九十九島観
光の周遊性の向上を図り、クルーズ船
観光客など多くの人を呼び込みます。

具体的な取り組み
・地方創生推進事業
地域課題の解決を図るための地域マ
ネジメント組織設立に向けた準備や
取り組みを支援するため、地域おこ
し協力隊等の導入など必要な支援を
行います
・政策企画調整事業
つくも苑跡地における観光公園整備
において、集客・収益機能として想
定しているレストランや観光農園の
官民連携による整備・運営方法を検
討します

まちづくり
構想概要図
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統合型リゾート（IR）誘致

事業の目的、概要
新たな人の流れを作り出し、佐世保を
より稼げる地域とする起爆剤として、
国による依存症対策等のリスク対策が
確実に実施されることを前提として、
ハウステンボスエリアへの地方創生型
の統合型リゾート（IR）の誘致に取り
組みます。

具体的な取り組み
・統合型リゾート誘致促進事業
長崎県と連携し、導入申請に向けた
構想策定や県内・九州内における世
論の醸成、依存症対策の受け皿づく
りなどを行います。また、国などの
関係機関に働き掛けを行うなど、IR
関係法の実現と長崎・佐世保のポジ
ションの向上を図ります

基地との共存共生

事業の目的、概要
大黒・天神地区の既存道路は、中心市
街地の背後に位置する住宅街を縦貫す
る道路であり、沿線には住宅が並び、
小学校、中学校等の教育施設や崎辺地
区には既存の海上自衛隊施設が所在し
ていることから、慢性的に渋滞している
状況です。今後、具体的に自衛隊によ
る崎辺地区の利活用に向けた整備が進
む中で、本市中心部と崎辺地区を直結
する基幹道路の建設は必要不可欠であ
り、大黒・天神地区における狭い既存
道路の交通環境を抜本的に改善するた
め、道路整備を行います（P7地図参照）。

具体的な取り組み
・前畑崎辺道路整備事業
防衛補助事業として、延長約 2.7㎞ 
の整備事業を行います。事業期間は
平成 29 ～ 35 年度（予定）。事業費
は約 60億円（推定）

英語が話せる街 佐世保

事業の目的、概要
多くの外国人が居住し、国際色豊かな
風土や文化を持つ本市の特長を活用し
ながら、グローバル人材を育成する事
業です。市全体の英語学習環境の充実
を図りながら「佐世保暮らし=英語が
身に付く」という新しい街の魅力を官
民協働で創出します。

具体的な取り組み
・国際理解教育推進事業など
子どもたちが外国人と直接交流し、
英語によるコミュニケーションを体
感する「S

サセボ

asebo E
イングリッシュ

nglish C
キャンプ

amp」を
全中学校で実施します。さらに研究
モデル校による英語教育の充実を図
ります。また、教職員の英語指導力
向上に向けた研修に取り組みます。
・地域未来塾事業
グローバル人材の基礎となる児童・
生徒の基礎学力の向上、学習習慣や
社会性、規範意識、コミュニケーショ
ン能力の定着化に向けた放課後学習
支援事業（地域未来塾）を開設します
・英語シャワー事業
情報と価値の共有を図りながら価値
創造を行う官民協働体制を確立し、
市内各所で英語や外国文化に触れ、
学ぶことができる環境づくりを進め
ます

企業立地・新工業団地整備

事業の目的、概要
市外企業の誘致と既存企業の規模拡大
の設備投資を促進し、新たな雇用の創
出と地域活性化を図る事業です。市内
においては一定規模の工業団地が不足
していることから、新たな製造業の受
け皿となる工業団地（相浦地区）を整
備します。

具体的な取り組み
・企業誘致活動事業
新たな企業誘致の成功に向け、関東・
東海・関西地区を中心として、年間
750 件の企業訪問を実施します
・企業立地奨励事業
企業 4社（うちウエストテクノ佐世

保 3社）に対し、企業立地奨励金を交
付します
・市営工業団地整備事業（相浦地区）
開発面積 120,400 ㎡、 工業用地 
54,680㎡
総事業費 約 16 億円（概算）
平成 31年 10月分譲予定
平成 29 年度は調査、測量、用地取
得など

都市としての価値を高め、仕事を生み出す　8つのリーディングプロジェクト
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市営工業団地整備
（相浦地区）

平成 31年分譲予定

　
企
業
立
地
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

製
造
業
や
オ
フ
ィ
ス
系
企
業
の
誘

致
の
成
功
に
向
け
、
長
崎
県
や
長

崎
県
産
業
振
興
財
団
と
連
携
し
て

企
業
誘
致
活
動
を
展
開
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
相
浦
地
区
で
の
新
規
工
業
団

地
の
整
備
や
民
間
で
行
わ
れ
る
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル
整
備
な
ど
へ
の
支
援

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
立
地
企
業

の
操
業
に
対
し
て
支
援
を
行
い
ま

す
。

　
観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
九
十
九

島
や
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
、
昨
年
日
本

遺
産
の
認
定
を
受
け
た
「
佐
世
保
鎮

守
府
」「
三
川
内
焼
」
な
ど
を
活
用

し
た
滞
在
周
遊
型
観
光
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
寄

港
に
伴
う
訪
日
外
国
人
観
光
客
の

誘
致
な
ど
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客

誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。

　「
九
十
九
島
」
を
全
国
区
の
観
光
地

に
す
る
た
め
の
九
十
九
島
Ｐ
Ｒ
事
業

に
つ
い
て
は
、
昨
年
か
ら
の
観
光
客

の
減
少
を
踏
ま
え
、
集
客
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
九
十
九
島
の
さ

ら
な
る
認
知
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

　
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
し

て
い
る
「
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
に
つ
い
て

は
、
昨
年
７
月
の
国
の
文
化
審
議
会

に
お
い
て
、
平
成
28
年
度
の
国
内
推

薦
候
補
に
選
定
さ
れ
、
本
年
2
月
に

推
薦
書
が
国
の
了
解
を
経
て
、
ユ
ネ

ス
コ
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
と

も
国
や
県
、
関
係
市
町
と
連
携
し
、

関
係
者
の
皆
さ
ま
と
一
丸
と
な
っ

て
、
平
成
30
年
の
登
録
実
現
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
構

成
資
産
で
あ
る
黒
島
を
活
用
し
た

観
光
Ｐ
Ｒ
も
併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
県
と
検
討
を
進
め
て
い
る
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
誘
致
に
つ
い
て
は
、
昨

年
末
に
Ｉ
Ｒ
推
進
法
が
成
立
、
施
行

さ
れ
、
1
年
以
内
を
目
途
に
関
係
法

案
が
示
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
国

が
リ
ス
ク
面
へ
の
対
策
を
し
っ
か

り
と
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

地
域
認
定
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
際
戦
略
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

佐
世
保
港
国
際
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

が
供
用
開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
平

成
27
年
は
36
隻
、
昨
年
は
64
隻
の
ク

ル
ー
ズ
客
船
が
寄
港
し
、
寄
港
回
数

は
大
き
く
躍
進
し
ま
し
た
。
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３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

成
長
戦
略

　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

日本遺産の認定を受けた「佐世保鎮守府」（日本近代化の躍動を体感できるまち）と
「三川内焼」（日本磁器のふるさと 肥前）のさまざまな情報はこちらからどうぞ。



　
三
浦
岸
壁
に
お
い
て
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
着
手
し
て
い
る
大
型
客
船

対
応
基
盤
整
備
事
業
を
引
き
続
き
推

進
し
、
現
在
、
日
本
に
寄
港
し
て
い

る
最
大
級
の
国
際
ク
ル
ー
ズ
客
船
が

寄
港
で
き
る
よ
う
１
０
０
㍍
 
 
 

の
岸
壁

延
伸
を
実
施
し
ま
す
。

　
国
は
２
０
２
０
年
に
ク
ル
ー
ズ
客

船
に
よ
る
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
を

５
０
０
万
人
に
す
る
と
い
う
新
た
な

目
標
を
定
め
、
昨
年
10
月
に
「
官
民

連
携
に
よ
る
国
際
ク
ル
ー
ズ
拠
点
形

成
計
画
」
を
募
集
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
世
界
最
大
の
ク
ル
ー
ズ
客

船
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
カ
ー
ニ
バ
ル

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
連
名
で
計
画

書
を
提
出
し
、
先
般
、
国
際
ク
ル
ー

ズ
拠
点
港
と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
と
カ
ー
ニ
バ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
共
に
目
指
す
年
間
１
０
０

万
人
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行
者
の
受
け
入

れ
は
、
国
が
掲
げ
る
目
標
の
実
現
に

大
き
く
貢
献
す
る
だ
け
で
な
く
、
本

市
の
経
済
活
性
化
や
新
た
な
施
設
開

発
へ
の
投
資
等
を
呼
び
込
む
絶
好
の

機
会
に
成
り
得
る
も
の
で
す
。

　
佐
世
保
港
が
「
東
ア
ジ
ア
か
ら
の

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ（
玄
関
口
）」
と
し
て

発
展
し
て
い
く
た
め
、
今
後
も
佐
世

保
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し
、
ク
ル
ー
ズ
客

船
の
誘
致
を
図
る
と
と
も
に
、
受
け

入
れ
環
境
の
整
備
に
努
め
ま
す
。

　「
ま
ち
な
か
」
に
お
け
る
ク
ル
ー

ズ
客
船
の
観
光
客
受
け
入
れ
態
勢
整

備
に
つ
い
て
は
、
大
型
観
光
バ
ス
の

停
車
場
整
備
に
係
る
取
り
組
み
を
検

討
す
る
な
ど
、
ク
ル
ー
ズ
客
船
の
観

光
客
に
と
っ
て
魅
力
あ
る
「
ま
ち
な

か
」
に
な
る
よ
う
官
民
挙
げ
て
取
り

組
み
ま
す
。

　
さ
ら
に
「
Ｓ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｂ
Ｏ
ま
ち
元

気
協
議
会
」
に
お
い
て
「
Ｓ
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ｂ
Ｏ
ま
ち
元
気
計
画（
プ
ラ
ン
）」

が
推
進
さ
れ
て
い
る
中
、
民
間
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
組
織
が
設
立
さ
れ
る

な
ど
、「
ま
ち
な
か
」
の
活
性
化
に

向
け
た
体
制
が
さ
ら
に
充
実
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
本
市
で
は
こ
の
よ
う
な

動
き
と
連
携
し
な
が
ら
、「
ま
ち
な

か
」の
魅
力
や
回
遊
性
を
高
め
る
た

め
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

28
年
度
農
林
水
産
祭
に
お
け
る
「
な

が
さ
き
西
海
農
業
協
同
組
合
さ
せ
ぼ

地
区
か
ん
き
つ
部
会
」
の
天
皇
杯
受

賞
に
よ
り
全
国
的
に
認
め
ら
れ
た
西

海
み
か
ん
を
は
じ
め
、
世
知
原
茶
、

九
十
九
島
か
き
、九
十
九
島
い
り
こ
、

九
十
九
島
と
ら
ふ
ぐ
、
長
崎
和
牛
な

ど
の
さ
ら
な
る
品
質
向
上
や
生
産
量

の
維
持
・
拡
大
の
た
め
、
生
産
基
盤

の
整
備
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
、

産
地
力
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
町
村
別
漁
獲
量
で
県
内

１
位
、
全
国
で
も
10
位
の
漁
獲
量
を

誇
っ
て
い
る
水
産
業
に
つ
い
て
は
、

沿
岸
漁
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
資

源
増
産
な
ど
の
取
り
組
み
を
継
続

し
、
必
要
な
機
能
強
化
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
お
い
て

は
、
全
国
の
自
治
体
間
競
争
が
激
し

く
な
る
中
、
さ
ら
な
る
地
場
産
品
等

の
充
実
と
寄
附
者
の
満
足
度
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

　
佐
世
保
市
防
災
・
減
災
事
業
計
画

に
基
づ
き
、
備
蓄
体
制
の
強
化
、
地

域
で
の
防
災
訓
練
の
実
施
、
防
災
行

政
無
線
の
難
聴
地
域
対
策
や
消
防
団

の
装
備
品
の
充
実
な
ど
の
事
業
を
推

進
し
ま
す
。

　
医
療
提
供
体
制
に
お
い
て
は
、
佐

世
保
市
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
た
救
急
医
療
体
制
の
円
滑
な
運
用

を
目
指
す
と
と
も
に
、
高
度
急
性
期

か
ら
急
性
期
、
回
復
期
、
慢
性
期
、

在
宅
に
至
る
ま
で
の
必
要
な
医
療

が
、
切
れ
目
な
く
提
供
さ
れ
る
体
制

づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　「
地
域
の
絆
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」で
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
町
内
会

な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど

の
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
を
支
援
し
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安
全
安
心
な
ま
ち

　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

地
域
の
絆

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

佐世保港を出港するカーニバルコーポレーション
グループのコスタビクトリア号

な
が
ら
、
高
齢
者
福
祉
や
子
育
て
支

援
な
ど
、
暮
ら
し
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
に
お
い
て
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　
特
に
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の

支
援
・
活
性
化
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

な
る
「
地
区
自
治
協
議
会
」の
設
立

を
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年
度
も
各

地
区
で
の
設
立
や
運
営
・
活
動
に
対

す
る
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
の
活
性
化
や
運
営

し
や
す
い
町
内
会
づ
く
り
な
ど
を
目

的
と
し
た
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
域

の
皆
さ
ま
と
行
政
と
の
市
民
協
働
で

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
に
係
る
条
例
の
整

備
も
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
一
環

で
あ
る
交
通
不
便
地
区
対
策
に
つ
い

て
は
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

に
基
づ
き
、
バ
ス
路
線
の
再
編
と
合

わ
せ
た
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形

成
の
た
め
、
地
域
・
事
業
者
・
行
政

で
支
え
る
予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
等

を
導
入
す
る
地
区
の
拡
大
を
図
り
、

引
き
続
き
、
交
通
不
便
地
区
の
解
消

に
努
め
ま
す
。

07 広報させぼ　2017.4

前畑弾薬庫の移転・返還
　新返還６項目の一つで、基地政策の最重要課題
である「前畑弾薬庫の移転・返還」については、
その跡地を本市の公共的利用または産業の振興等
に活用するため、市民の悲願として、返還を強く
要望してきました。現在、国からは各種調査の結
果を踏まえた日米間の協議を加速していくとの説
明を受けていますが、平成 23年 1月の日米合同
委員会合意から既に６年が経過しているものの、
具体に至っていないという感が否めません。本市
としても、弾薬庫移転をより強力にスピード感を
持って促進するため、産業分野や学識経験者、地
域住民代表などから構成される「前畑弾薬庫跡地
利用構想検討有識者会議」を組織し、移転返還後
の跡地利用について協議していただいているとこ
ろであり、平成 29年度末を目途に、跡地利用の
構想を策定したいと思います。また、移転先とな
る江上・針尾地区をはじめとする関係者の皆さま
のご意見を十分に拝聴し、できる限りの負担軽減
と地域振興に努めます。

崎辺地区の利活用
　崎辺西側には、平成 29年度末に新編予定の陸
上自衛隊の水陸機動団のうち、水陸両用車を運用
する部隊が配置される予定であり、必要となる施
設等の整備が国の事業として進められています。
　崎辺東側では、岸壁整備を含む海上自衛隊によ
る利活用が計画されており、整備検討に必要とな
る調査等の経費が平成 29年度政府予算に計上さ
れています。

　今後、具体的に自衛隊による崎辺地区の利活用
に向けた整備が進む中で、地域住民の理解を得る
ためにも、本市中心部と崎辺地区を直結し、大黒・
天神地区における狭い既存道路の交通環境を抜本
的に改善するための前畑崎辺道路の早急な整備が
必要不可欠であると強く認識しています。
　当該道路の整備については、長年にわたる国へ
の重点要望事項であり、今回、国との協議が一定
調ったことから、平成 29年度予算において、当
該道路の整備に係る所要の額を計上しており、国
に対して補助採択に向けた手続きを行い、防衛補
助事業として道路整備に着手する予定です。
　今後とも基地と市民との共存・共生のまちづく
りに鋭意取り組み、佐世保港のすみ分けが一層進
展するよう、努力していきたいと思います。

●●

● ● ●

●

●

崎辺海軍
補助施設

（崎辺東側）

前畑崎辺
道路

佐世保
弾薬補給所

（前畑弾薬庫）

水陸両用
車部隊

（崎辺西側）

港小学校
崎辺中学校

佐世保みなと IC

佐世保駅

西九州
自動車道

基地政策
前畑弾薬庫跡地利用構想の策定・前畑崎辺道路整備の着手
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本
市
の
主
要
産
業
で
あ
る
造
船
関

連
産
業
に
つ
い
て
は
、
技
能
者
の
人

材
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、
技
能
継

承
等
の
人
材
育
成
に
対
す
る
助
成
制

度
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

中
小
企
業
者
を
対
象
と
す
る
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
人
材
の
確
保
に
対

す
る
助
成
制
度
も
継
続
し
て
行
い
ま

す
。
併
せ
て
、
地
場
企
業
の
技
術
力

の
向
上
、
付
加
価
値
の
高
い
新
製
品

の
開
発
・
新
た
な
販
路
開
拓
に
対
し

支
援
を
行
う
こ
と
で
、
地
場
企
業
の

活
性
化
を
図
り
ま
す
。

　
昨
年
開
設
し
た
「
さ
せ
ぼ
お
仕
事

情
報
プ
ラ
ザ
」に
つ
い
て
は
、
Ｕ
Ｊ

Ｉ
タ
ー
ン
希
望
者
に
加
え
、
女
性
の

就
職
あ
っ
せ
ん
に
も
対
応
で
き
る
体

制
に
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
在
宅
就
労（
テ

レ
ワ
ー
ク
）な
ど
の
取
り
組
み
に
対

す
る
補
助
制
度
を
設
け
、
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
本
年
11
月
に
「
第
71
回
全
国
お

茶
ま
つ
り
長
崎
大
会
」
が
本
市
を

メ
ー
ン
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
会
を
通
じ
、
特
産
品
で
あ
る
「
世

知
原
茶
」
を
市
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

し
、
認
知
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
卸
売
市
場
に
つ
い
て
は
、
本
年
4

月
か
ら
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入

し
、
民
間
活
力
の
活
用
に
よ
る
効
率

的
な
管
理
運
営
と
市
場
活
性
化
へ
の

取
り
組
み
を
行
う
こ
と
で
、
多
様
な

消
費
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
生
鮮
食
料
品

等
の
安
定
供
給
に
努
め
ま
す
。

　
国
際
政
策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

ア
ジ
ア
の
諸
都
市
と
の
交
流
促
進
を

図
る
こ
と
で
そ
の
活
力
を
取
り
込

み
、
本
市
の
地
域
活
性
化
に
つ
な
げ

る
た
め
、
庁
内
外
の
関
係
機
関
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
姉
妹
都
市

等
と
の
経
済
交
流
の
円
滑
化
に
向
け

た
環
境
整
備
を
進
め
ま
す
。

　
文
化
財
の
保
護
・
活
用
に
つ
い
て

は
、
本
年
1
月
に
整
備
し
た
針
尾
送

信
所
の
案
内
所
に
加
え
、
福
井
洞
窟

に
お
い
て
見
学
路
や
休
憩
所
の
整
備

を
進
め
る
な
ど
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
近
代
化
遺
産
の
一
つ
で
あ

る「
旧
海
軍
佐
世
保
鎮
守
府
凱
旋
記

念
館（
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）」
を
日
本

遺
産
「
鎮
守
府
」
の
情
報
発
信
の
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
民
生
委
員
制
度
に
つ
い
て
は
、
平

成
29
年
度
に
制
度
創
設
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
記
念
大
会
開

催
等
の
啓
発
活
動
を
行
い
、
意
義
あ

る
活
動
を
広
く
市
民
の
皆
さ
ま
に

知
っ
て
い
た
だ
く
な
ど
、
活
動
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　
介
護
予
防
に
つ
い
て
は
、
従
来
の

全
国
一
律
的
な
事
業
か
ら
市
町
村
が

中
心
と
な
っ
て
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
実
施
す
る「
介
護
予
防
・
日
常
生
活

支
援
総
合
事
業
」
に
移
行
し
ま
す
。

介
護
予
防
の
充
実
を
図
り
、
高
齢
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
が
送
ら
れ
る
よ
う
地
域
全
体
で
支

援
す
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
と
仕
事
の
両
立
支
援
に

向
け
て
、
保
育
所
の
定
員
増
を
図
る

た
め
の
施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、
国

の
動
き
に
対
応
し
な
が
ら
保
育
士
等

の
処
遇
改
善
を
進
め
る
な
ど
、
保
育

サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な
る
充
実
を
図
り
、

保
育
所
等
へ
の
入
所
を
希
望
さ
れ
る

方
の
受
け
皿
拡
大
を
進
め
ま
す
。

　
学
校
教
育
制
度
の
多
様
化
や
弾
力

化
が
推
進
さ
れ
る
中
、
広
田
小
学
校

と
広
田
中
学
校
、
金
比
良
小
学
校
と

光
海
中
学
校
、
小
佐
々
小
学
校
及
び

楠
栖
小
学
校
と
小
佐
々
中
学
校
に
お

い
て
は
、
小
中
一
貫
教
育
を
導
入
し
ま

す
。
併
せ
て
小
佐
々
地
区
の
３
校
に
お

い
て
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル

も
導
入
し
、
学
校
と
保
護
者
・
地
域

代
表
の
皆
さ
ん
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て

学
校
教
育
に
か
か
る
目
標
・
ビ
ジ
ョ
ン

を
共
有
す
る
な
ど
、
連
携
・
協
働
し
て

子
ど
も
た
ち
の
学
び
を
充
実
さ
せ
る
教

育
の
仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　
生
涯
学
習
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

吉
井
地
区
公
民
館
と
福
井
洞
窟
ガ
イ

ま
ち
づ
く
り
の
7
つ
の
基
本
目
標
と
主
な
施
策

❶
雇
用
を
生
み
出
す

　
　
力
強
い
産
業
の
ま
ち

❷
あ
ふ
れ
る
魅
力
を
創
出
し

　
　
　
　
　
体
感
で
き
る
ま
ち

❸
健
康
で
安
心
し
て

　
　
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

❹
心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち

11月11日（土）～12日（日）、

佐世保市をメーン会場と

して全国のお茶どころが集

い、参加型のイベントなど

が多数開催される「お茶の

祭典」です。お茶の日本一

を決める「全国茶品評会」も

開催されます。

第 71 回

全国お茶まつり
長崎大会

より手厚い子育て支援
が始まります

新たに「母子保健コーディネー
ター」と「ママサポーター」を配置
し、各機関と連携・情報共有を
図りながら、妊娠期から子育て
期にわたる総合相談や支援をワ
ンストップで行います。また、
市内の産婦人科等で産後ケアも
始まり、母子の支援を行います。

ダ
ン
ス
施
設（
仮
称
）な
ど
を
併
設

し
た
複
合
施
設
の
整
備
を
推
進
す
る

こ
と
で
、
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
り
、
文
化
財
へ
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
う
よ
う
努
め
ま
す
。

　
環
境
保
全
に
つ
い
て
は
、
自
発
的

に
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
が
で
き
る

「
環
境
市
民
」を
育
成
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
環
境
学
習
の
機
会
の

創
出
な
ど
一
体
的
に
環
境
教
育
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化

防
止
に
向
け
た
意
識
高
揚
を
図
る
た

め
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
に
「
地
球
温
暖
化

防
止
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」の
機
能
を

追
加
し
、
本
市
の
環
境
教
育
・
温
暖

化
対
策
の
拠
点
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
西
部
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー（
仮
称
）の
建
設
を
中
心
と
し

た
施
設
の
総
合
整
備
に
取
り
組
み
、

ご
み
の
発
生
か
ら
最
終
処
分
に
至
る

ま
で
の
計
画
的
な
ご
み
処
理
の
推
進

を
図
り
ま
す
。

　
災
害
時
に
支
援
を
必
要
と
す
る
高

齢
者
等
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
、
支
援
者
に
対
す
る
平
常
時
か

ら
の
名
簿
情
報
提
供
の
同
意
の
取
得

に
努
め
、
個
別
支
援
計
画
の
作
成
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
集
中
豪
雨
な
ど
想
定
を

超
え
る
災
害
の
増
加
、
激
甚
化
を
踏

ま
え
、
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
な
ど
の

土
砂
災
害
、
浸
水
防
止
対
策
を
強
化

し
ま
す
。
特
に
水
防
法
の
改
正
に
伴

い
、
相
浦
川
の
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
改
訂
を
行
い
、
ソ
フ
ト
面
の
防

災
対
策
強
化
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
道
路
交
通
網
に
つ
い
て
は
、
地
方

創
生
の
礎
と
な
る
西
九
州
自
動
車
道

を
中
心
と
し
た
広
域
幹
線
道
路
の
一

層
の
整
備
促
進
や
通
学
路
等
に
お
け

る
交
通
安
全
対
策
、
地
域
か
ら
の
整

備
要
望
へ
の
対
応
と
し
て
の
生
活
関

連
道
路
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
特

に
、
瀬
戸
越
地
区
を
中
心
と
し
た
市

北
部
地
区
の
渋
滞
対
策
の
た
め
、
国

道
２
０
４
号
と
国
道
４
９
８
号
を
結

ぶ
バ
イ
パ
ス
ル
ー
ト
の
創
設
に
つ
い

て
長
崎
県
に
対
し
新
た
に
要
望
し
て

い
ま
す
の
で
、
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
最
大
限
努
力
し
ま
す
。
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❼
快
適
な
生
活
と

　
　
交
流
を
支
え
る
ま
ち

❺
人
と
自
然
が
共
生
す
る
ま
ち

❻
安
全
な
生
活
を
守
る
ま
ち

※
施
政
方
針
の
全
文
は
市
Ｈ
Ｐ
に

　
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
当
初
予
算
の
概
要
や
新
規
事
業

　

　
等
は
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　佐世保市における持続可能なバス路線の維持

のためには、交通局存廃も含めた抜本的なバス

事業の再構築が必要との判断から、平成 28 年度

に最適な運行体制のあり方について調査を行い

ました。

　調査結果については、バス運行体制の整理は

もっとスピード感をもって進めるべきではないか

とのご意見や、交通局廃止による路線維持への行

政関与のあり方に関するご懸念の声など、多くの

ご意見をいただきました。

　本市では、これらの点や運転手確保問題なども

含め、総合的な視点から検討を行い、その結果、

将来にわたって持続的なバス事業を継続するため

には、苦渋の選択ですが、「交通局を廃止し、さ

せぼバスが一部路線の受託運行を担い、民間事業

者に路線を集約する」という方針に至りました。

まずはその方針の実現に向けて、関係者等との協

議を開始したいと考えています。

　市営バス事業については、昭和 2年から、市民

の皆さまのご愛顧を得て今日まで 90年の道のり

を歩んできましたが、大きな転換期を迎えること

となりました。利用者の皆さまには、多大なご心

配をお掛けすることになりますが、将来にわたっ

て市内のバス事業を維持するという今回の交通再

編の趣旨を踏まえながら、新たな体制に向けた移

行計画を検討していきたいと思います。

　平成 29年度の事業運営については、引き続き、

平成 26 年度からの交通事業改善計画に沿って、

事業全般にわたる改善・改革を継続的に推進し、

運行の一部を委託している子会社のさせぼバス株

式会社と連携して運行コストの削減と事業の効率

化を図ります。また、接客・接遇の向上、安全安

心運行などに加え、老朽化したバス車両のノンス

テップバスへの更新や液晶式の運賃表示器の全車

両への導入など、サービスの向上に努めます。

将来にわたって持続的なバス事業を継続するために
させぼバスの一部受託運行と民間事業者への路線の集約


